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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
液晶表示装置の駆動回路であって、
上記液晶表示装置のガラス基板の表面に設けられるバス線と、
上記ガラス基板の表面に設けられる複数の駆動集成回路チップとを含んでなり、
上記バス線と上記各々の駆動集成回路チップとはそれぞれ対応する複数のインピーダンス
整合装置を介して接続され、
上記インピーダンス整合装置はインジウムスズ酸化物層で構成され、
ここで上記インピーダンス整合装置の一端と上記バス線とはバイアプラグで接続され、
上記インピーダンス整合装置の抵抗値が、上記各々の駆動集成回路チップと電気的に接続
される上記バス線のバス線セクタにおける電圧降下に反比例するように、上記インピーダ
ンス整合装置に接続されるバイアプラグと駆動集成回路チップの入力パッドとの相対位置
を変えるか、又は上記インジウムスズ酸化物層の幅と長さを変えることにより調整される
ことを特徴とする液晶表示装置の駆動回路。
【請求項２】
上記複数の駆動集成回路チップは、上記バス線の上方に位置することを特徴とする請求項
１記載の液晶表示装置の駆動回路。
【請求項３】
上記駆動集成回路チップは、上記バス線と電気的に直列に接続されることを特徴とする請
求項１記載の液晶表示装置の駆動回路。
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【請求項４】
上記各々の駆動集成回路チップと上記バス線との間に設けられる対応する上記インピーダ
ンス整合装置の抵抗値は、上記各々の駆動集成回路チップが上記バス線を介して得られた
入力電圧を互いにほぼ同じくさせることを特徴とする請求項１記載の液晶表示装置の駆動
回路。
【請求項５】
上記各々の駆動集成回路チップは、上記バス線と電気的に接続する少なくとも一つの入力
パッドを含んでなることを特徴とする請求項１記載の液晶表示装置の駆動回路。
【請求項６】
上記インピーダンス整合装置は、それぞれ上記バス線と、上記各々の駆動集成回路チップ
の上記入力パッドとに電気的に接続され、かつ上記インピーダンス整合装置の数が上記駆
動集成回路チップの数と対応していることを特徴とする請求項５記載の液晶表示装置の駆
動回路。
【請求項７】
上記インピーダンス整合装置は、それぞれ上記バス線と、上記各々の駆動集成回路チップ
の上記入力パッドとに電気的に接続され、かつ上記インピーダンス整合装置の数が上記入
力パッドの数と対応していることを特徴とする請求項５記載の液晶表示装置の駆動回路。
【請求項８】
上記各々のインピーダンス整合装置は、それぞれ上記各々の駆動集成回路チップの下方に
設けられることを特徴とする請求項１記載の液晶表示装置の駆動回路。
【請求項９】
上記バス線は、少なくとも一つの金属導線を含んでなることを特徴とする請求項１記載の
液晶表示装置の駆動回路。
【請求項１０】
上記液晶表示装置は、ワイヤリング・オン・アレイによるデザインを用いる液晶表示装置
であり、かつ上記駆動回路が上記液晶表示装置の液晶表示パネルを駆動することを特徴と
する請求項１記載の液晶表示装置の駆動回路。
【請求項１１】
ワイヤリング・オン・アレイによるデザインを用いる液晶表示装置であって、
下ガラス基板と、
上記下ガラス基板と合わせて、上記液晶表示装置の液晶表示パネルを構成する上ガラス基
板と、
上記液晶表示パネルを駆動する駆動回路とを含んでなり、
上記駆動回路は、上記下ガラス基板の表面に設けられるバス線と、上記下ガラス基板の表
面に、かつ上記バス線の上方に設けられる複数の駆動集成回路チップとをインピーダンス
整合装置を含み、
それぞれ上記バス線と上記各々の駆動集成回路チップとの間に設けられる複数の対応する
インピーダンス整合装置を介して上記バス線と上記各々の駆動集成回路チップとが接続さ
れ、
上記インピーダンス整合装置はインジウムスズ酸化物層で構成され、
ここで上記インピーダンス整合装置の一端と上記バス線とはバイアプラグで接続され、上
記駆動集成回路チップが、上記インピーダンス整合装置を介して、上記バス線と電気的に
接続する少なくとも一つの入力パッドを具え、
上記インピーダンス整合装置は、上記インピーダンス整合装置に接続されるバイアプラグ
と駆動集成回路チップの入力パッドとの相対位置を変えるか、又は上記インジウムスズ酸
化物層の幅と長さを変えることにより、上記バス線における電圧降下を調整するように構
成され、
上記各々の駆動集成回路チップの上記各々の入力パッドにおいて、上記インピーダンス整
合装置と上記バス線を介して得られた入力電圧を互いにほぼ同じくさせることを特徴とす
る液晶表示装置。
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【請求項１２】
上記各々の駆動集成回路チップは、上記バス線と電気的に直列に接続されることを特徴と
する請求項１１記載の液晶表示装置。
【請求項１３】
上記各々の駆動集成回路チップと上記バス線との間に設けられる対応する上記インピーダ
ンスピーダンス整合装置の抵抗値が、上記各々の駆動集成回路チップと電気的に接続され
る上記バス線のバス線セクタにおける電圧降下に反比例することを特徴とする請求項１１
記載の液晶表示装置。
【請求項１４】
上記インピーダンス整合装置の数が上記入力パッドの数と対応していることを特徴とする
請求項１１記載の液晶表示装置。
【請求項１５】
上記インピーダンス整合装置の数が上記駆動集成回路チップの数と対応していることを特
徴とする請求項１１記載の液晶表示装置。
【請求項１６】
上記各々のインピーダンス整合装置は、それぞれ上記各々の駆動集成回路チップの下方に
設けられることを特徴とする請求項１１記載の液晶表示装置。
【請求項１７】
上記バス線は、少なくとも一つの金属導線を含んでなることを特徴とする請求項１１記載
の液晶表示装置。
【請求項１８】
ワイヤリング・オン・アレイによるデザインを用いる液晶表示装置であって、
下ガラス基板と、
上記下ガラス基板と合わせて、上記液晶表示装置の液晶表示パネルを構成する上ガラス基
板と、
上記液晶表示パネルを駆動する駆動回路とを含んでなり、
上記駆動回路は、上記下ガラス基板の表面に設けられるバス線と、上記下ガラス基板の表
面に設けられる複数の駆動集成回路チップとインピーダンス整合装置とを含み、
それぞれ上記バス線と上記各々の駆動集成回路チップとの間に設けられる複数の対応する
インピーダンス整合装置を介して上記バス線と上記各々の駆動集成回路チップとが接続さ
れ、
上記インピーダンス整合装置はインジウムスズ酸化物層で構成され、
さらに上記インピーダンス整合装置の一端と上記バス線とはバイアプラグで接続され、
上記駆動集成回路チップが、上記インピーダンス整合装置を介して、上記バス線に電気的
に接続する少なくとも一つの入力パッドを具え、
上記インピーダンス整合装置は、上記インピーダンス整合装置に接続されるバイアプラグ
と駆動集成回路チップの入力パッドとの相対位置を変えるか、又は上記インジウムスズ酸
化物層の幅と長さを変えることにより、上記バス線における電圧降下を調整するように構
成され、
上記各々の駆動集成回路チップと上記バス線との間に設けられる対応する上記インピーダ
ンス整合装置の抵抗値を、上記各々の駆動集成回路チップと電気的に接続されるバス線の
バス線セクタにおける電圧降下に反比例させることを特徴とする液晶表示装置。
【請求項１９】
上記複数の駆動集成回路チップは、上記バス線の上方に位置することを特徴とする請求項
１８記載の液晶表示装置。
【請求項２０】
上記各々の駆動集成回路チップは、上記バス線と電気的に直列に接続されることを特徴と
する請求項１８記載の液晶表示装置。
【請求項２１】
上記各々の駆動集成回路チップと上記バス線との間に設けられる対応する上記インピーダ
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ンス整合装置の抵抗値は、上記各々の駆動集成回路チップが上記バス線を介して得られた
入力電圧を互いにほぼ同じくさせることを特徴とする請求項１８記載の液晶表示装置。
【請求項２２】
上記インピーダンス整合装置の数が上記入力パッドの数と対応していることを特徴とする
請求項１８記載の液晶表示装置。
【請求項２３】
上記インピーダンス整合装置の数が上記駆動集成回路チップの数と対応していることを特
徴とする請求項１８記載の液晶表示装置。
【請求項２４】
上記バス線は、少なくとも一つの金属導線を含んでなることを特徴とする請求項１８記載
の液晶表示装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
この発明は、表示品質を向上できる液晶表示装置及びその駆動回路に関し、特にワイヤリ
ング・オン・アレイ（ｗｉｒｉｎｇ　ｏｎ　ａｒｒａｙ：ＷＯＡ）によるデザインを用い
る液晶表示装置の駆動回路の技術に関する。
【０００２】
【従来の技術】
液晶表示装置は小さい体積、軽い重量、低電力消費および輻射汚染が起こらぬなどの特性
を持つために、既に幅広くノート型パソコンとパーソナル・ディジタル・アシスタントな
どのポータブル型電子製品に使われ、デスクトップコンピューターのＣＲＴディスプレイ
にすら代わりつつある。
【０００３】
従来の液晶表示装置の駆動回路は、複数のテープキャリアパッケージ（ｔａｐｅ　ｃａｒ
ｒｉｅｒ　ｐａｃｋａｇｅ：ＴＣＰと称する）が使われ、それぞれの駆動集成回路チップ
が該テープキャリアパッケージの表面に設けられ、そして該テープキャリアパッケージが
それぞれプリント回路基板と液晶表示装置の下ガラス基板に電気的に接続される。よって
、プリント回路基板からの制御信号がテープキャリアパッケージを経由して各々の駆動集
成回路チップへ伝送され、そして処理された信号が下ガラス基板に入力される。その他、
テープキャリアパッケージの材料、パッケージングや検定のコストが高いため、製作コス
トを下げることと製品の信頼度を高めることとの配慮から、チップ・オン・ガラス（ｃｈ
ｉｐ　ｏｎ　ｇｌａｓｓ：ＣＯＧ）或いはワイヤリング・オン・アレイ（ｗｉｒｉｎｇ　
ｏｎ　ａｒｒａｙ：ＷＯＡ）によるデザイン（回路設計）を用いる液晶表示装置が開発さ
れた。
【０００４】
例えば図１に示すように、片側に（普通は走査回路側に）ＣＯＧとＷＯＡによるデザイン
を用いる液晶表示装置は、上ガラス基板１２と下ガラス基板１４とからなる液晶表示パネ
ル１０と、液晶表示パネル１０を駆動する第一駆動回路を含んでなる。該第一駆動回路は
、テープキャリア１７に設けられる複数の駆動集成回路チップ１６を具え、駆動集成回路
チップ１６が下ガラス基板１４の表面に電気的に接続され、同時にテープキャリア１７が
プリント回路基板２０に電気的に接続される。
【０００５】
この液晶表示装置は、更に第二駆動回路を含む。該第二駆動回路は、下ガラス基板１４の
表面に設けられるバス２２と、ＣＯＧ技術により直接に下ガラス基板１４の表面に固定さ
れてバス２２の上方に位置する複数の駆動集成回路チップ１８を含んでなる。また各々の
駆動集成回路チップ１８は全て、バス２２に電気的に接続される複数の入力接続パッド（
図示せず）を具え、そして各々の駆動集成回路チップ１８が直列の方式でバス２２と電気
的に接続される。
【０００６】
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下ガラス基板１４の表面に直接に形成されるバス２２（各駆動集成回路チップ１８と電気
的な接続に用いられる）のワイヤ抵抗がかなり大きいため、制御信号の駆動電圧がプリン
ト回路基板２０からテープキャリア１７とバス２２を経由して各々の駆動集成回路チップ
１８に入力される時、各々の駆動集成回路チップ１８の入力電圧がそれぞれ位置によって
異なる電圧降下現象を表わす。これに伴い、各々の駆動集成回路チップ１８が液晶表示パ
ネル１０を駆動する時、感度の高い画面（例えば灰色）のところで、色、光度とかの対比
などで極めて明らかなブロック差異性が表われてしまう。言い換えると、このようなバス
２２の抵抗値による電圧降下不均衡現象は、本来同じになるべきところ、各々の駆動集成
回路チップ１８の入力電圧が減少してしまうので、画面全体の表示品質が著しく低下する
という問題があった。
【０００７】
【発明が解決しようとする課題】
この発明は、表示品質を向上できる液晶表示装置及びその駆動回路を提供することを課題
とする。
【０００８】
【課題を解決するための手段】
そこで、本発明者は従来の技術に見られる欠点に鑑み鋭意研究を重ねた結果、液晶表示装
置の駆動回路であって、上記液晶表示装置のガラス基板の表面に設けられるバス線と、上
記ガラス基板の表面に設けられる複数の駆動集成回路チップとを含んでなり、上記バス線
と上記各々の駆動集成回路チップとの間にそれぞれ対応する複数のインピーダンス整合装
置が設けられる構造によって課題を解決できる点に着眼し、かかる知見に基づいて本発明
を完成させた。
【０００９】
即ち、上記インピーダンス整合装置の抵抗値が、上記各々の駆動集成回路チップに電気的
に接続される上記バス線のバス線セクタにおける電圧降下に反比例し、上記各々の駆動集
成回路チップと上記バス線との間に設けられる対応する上記インピーダンス整合装置の抵
抗値は、上記各々の駆動集成回路チップが上記バス線を介して得られた入力電圧を互いに
ほぼ同じくさせることによって、この発明の課題である液晶表示装置の表示品質を向上で
きる駆動回路が得られる。
【００１０】
以下、この発明について具体的に説明する。
請求項１記載の液晶表示装置の駆動回路は、液晶表示装置の駆動回路であって、
上記液晶表示装置のガラス基板の表面に設けられるバス線と、上記ガラス基板の表面に設
けられる複数の駆動集成回路チップとを含んでなり、上記バス線と上記各々の駆動集成回
路チップとの間にそれぞれ対応する複数のインピーダンス整合装置が設けられ、上記イン
ピーダンス整合装置はインジウムスズ酸化物層で構成され、さらに上記インピーダンス整
合装置と上記バス線とはバイアプラグで接続され、上記インピーダンス整合装置の抵抗値
が、上記各々の駆動集成回路チップと電気的に接続される上記バス線のバス線セクタにお
ける電圧降下に反比例するようにバイアプラグの位置を変えるか、又は上記インジウムス
ズ酸化物層の幅と長さを変えて調整されることを特徴とする液晶表示装置の駆動回路であ
る。
【００１１】
請求項２記載の液晶表示装置の駆動回路は、請求項１の液晶表示装置の駆動回路において
、上記複数の駆動集成回路チップは、上記バス線の上方に位置する。
【００１２】
請求項３記載の液晶表示装置の駆動回路は、請求項１の液晶表示装置の駆動回路において
、上記駆動集成回路チップは、上記バス線と電気的に直列に接続される。
【００１３】
請求項４記載の液晶表示装置の駆動回路は、請求項１の液晶表示装置の駆動回路において
、上記各々の駆動集成回路チップと上記バス線との間に設けられる対応する上記インピー
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ダンス整合装置の抵抗値は、上記各々の駆動集成回路チップが上記バス線を介して得られ
た入力電圧を互いにほぼ同じくさせる。
【００１４】
請求項５記載の液晶表示装置の駆動回路は、請求項１の液晶表示装置の駆動回路において
、上記各々の駆動集成回路チップは、上記バス線と電気的に接続する少なくとも一つの入
力パッドを含んでなる。
【００１５】
請求項６記載の液晶表示装置の駆動回路は、請求項５の液晶表示装置の駆動回路において
、上記インピーダンス整合装置は、それぞれ上記バス線と、上記各々の駆動集成回路チッ
プの上記入力パッドとに電気的に接続され、かつ上記インピーダンス整合装置の数が上記
駆動集成回路チップの数と対応している。
【００１６】
請求項７記載の液晶表示装置の駆動回路は、請求項５の液晶表示装置の駆動回路において
、上記インピーダンス整合装置は、それぞれ上記バス線と、上記各々の駆動集成回路チッ
プの上記入力パッドとに電気的に接続され、かつ上記インピーダンス整合装置の数が上記
入力パッドの数と対応している。
【００１７】
請求項８記載の液晶表示装置の駆動回路は、請求項１の液晶表示装置の駆動回路において
、上記各々のインピーダンス整合装置は、それぞれ上記各々の駆動集成回路チップの下方
に設けられる。
【００１８】
請求項９記載の液晶表示装置の駆動回路は、請求項１の液晶表示装置の駆動回路において
、上記バス線は、少なくとも一つの金属導線を含んでなる。
【００１９】
請求項１０記載の液晶表示装置の駆動回路は、請求項１の液晶表示装置の駆動回路におい
て、上記液晶表示装置は、ワイヤリング・オン・アレイによるデザインを用いる液晶表示
装置であり、かつ上記駆動回路が上記液晶表示装置の液晶表示パネルを駆動する。
【００２０】
請求項１１記載の液晶表示装置は、ワイヤリング・オン・アレイによるデザインを用いる
液晶表示装置であって、下ガラス基板と、上記下ガラス基板と合わせて、上記液晶表示装
置の液晶表示パネルを構成する上ガラス基板と、上記液晶表示パネルを駆動する駆動回路
とを含んでなり、上記駆動回路は、上記下ガラス基板の表面に設けられるバス線と、上記
下ガラス基板の表面に、かつ上記バス線の上方に設けられる複数の駆動集成回路チップと
、それぞれ上記バス線と上記各々の駆動集成回路チップとの間に設けられる複数の対応す
るインピーダンス整合装置を含み、上記インピーダンス整合装置はインジウムスズ酸化物
層で構成され、さらに上記インピーダンス整合装置と上記バス線とはバイアプラグで接続
され、上記駆動集成回路チップが、上記バス線と電気的に接続する少なくとも一つの入力
パッドを具え、上記インピーダンス整合装置は、バイアプラグの位置を変えるか、又は上
記インジウムスズ酸化物層の幅と長さを変えて上記バス線における電圧降下を調整するよ
うに構成され、上記各々の駆動集成回路チップの上記各々の入力パッドが上記バス線を介
して得られた入力電圧を互いにほぼ同じくさせる。
【００２１】
請求項１２記載の液晶表示装置は、請求項１１の液晶表示装置において、上記各々の駆動
集成回路チップは、上記バス線と電気的に直列に接続される。
【００２２】
請求項１３記載の液晶表示装置は、請求項１１の液晶表示装置において、上記各々の駆動
集成回路チップと上記バス線との間に設けられる対応する上記インピーダンスピーダンス
整合装置の抵抗値が、上記各々の駆動集成回路チップと電気的に接続される上記バス線の
バス線セクタにおける電圧降下に反比例する。
【００２３】
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請求項１４記載の液晶表示装置は、請求項１１の液晶表示装置において、上記インピーダ
ンス整合装置の数が上記入力パッドの数と対応している。
【００２４】
請求項１５記載の液晶表示装置は、請求項１１の液晶表示装置において、上記インピーダ
ンス整合装置の数が上記駆動集成回路チップの数と対応している。
【００２５】
請求項１６記載の液晶表示装置は、請求項１１の液晶表示装置において、上記各々のイン
ピーダンス整合装置は、それぞれ上記各々の駆動集成回路チップの下方に設けられる。
【００２６】
請求項１７記載の液晶表示装置は、請求項１１の液晶表示装置において、上記バス線は、
少なくとも一つの金属導線を含んでなる。
【００２７】
請求項１８記載の液晶表示装置は、ワイヤリング・オン・アレイによるデザインを用いる
液晶表示装置であって、下ガラス基板と、上記下ガラス基板と合わせて、上記液晶表示装
置の液晶表示パネルを構成する上ガラス基板と、上記液晶表示パネルを駆動する駆動回路
とを含んでなり、上記駆動回路は、上記下ガラス基板の表面に設けられるバス線と、上記
下ガラス基板の表面に設けられる複数の駆動集成回路チップと、それぞれ上記バス線と上
記各々の駆動集成回路チップとの間に設けられる複数の対応するインピーダンス整合装置
を含み、上記インピーダンス整合装置はインジウムスズ酸化物層で構成され、さらに上記
インピーダンス整合装置と上記バス線とはバイアプラグで接続され、上記駆動集成回路チ
ップが、上記バス線に電気的に接続する少なくとも一つの入力パッドを具え、上記インピ
ーダンス整合装置は、バイアプラグの位置を変えるか、又は上記インジウムスズ酸化物層
の幅と長さを変えて上記バス線における電圧降下を調整するように構成され、上記各々の
駆動集成回路チップと上記バス線との間に設けられる対応する上記インピーダンス整合装
置の抵抗値を、上記各々の駆動集成回路チップと電気的に接続されるバス線のバス線セク
タにおける電圧降下に反比例させる。
【００２８】
請求項１９記載の液晶表示装置は、請求項１８の液晶表示装置において、上記複数の駆動
集成回路チップは、上記バス線の上方に位置する。
【００２９】
請求項２０記載の液晶表示装置は、請求項１８の液晶表示装置において、上記各々の駆動
集成回路チップは、上記バス線と電気的に直列に接続される。
【００３０】
請求項２１記載の液晶表示装置は、請求項１８の液晶表示装置において、上記各々の駆動
集成回路チップと上記バス線との間に設けられる対応する上記インピーダンス整合装置の
抵抗値は、上記各々の駆動集成回路チップが上記バス線を介して得られた入力電圧を互い
にほぼ同じくさせる。
【００３１】
請求項２２記載の液晶表示装置は、請求項１８の液晶表示装置において、上記インピーダ
ンス整合装置の数が上記入力パッドの数と対応している。
【００３２】
請求項２３記載の液晶表示装置は、請求項１８の液晶表示装置において、上記インピーダ
ンス整合装置の数が上記駆動集成回路チップの数と対応している。
【００３３】
請求項２４記載の液晶表示装置は、請求項１８の液晶表示装置において、上記バス線は、
少なくとも一つの金属導線を含んでなる。
【００３４】
【発明の実施の形態】
この発明は、表示品質を向上できる液晶表示装置及びその駆動回路を提供するものであっ
て、上記液晶表示装置のガラス基板の表面に設けられるバス線と、上記ガラス基板の表面
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に設けられる複数の駆動集成回路チップとを含んでなり、上記バス線と上記各々の駆動集
成回路チップとの間にそれぞれ対応する複数のインピーダンス整合装置が設けられる。
かかる液晶表示装置の駆動回路の構造と特徴を詳述するために、具体的な実施例を挙げ、
図示を参照にして以下に説明する。
【００３５】
【第１の実施例】
この発明は、表示品質を向上できる液晶表示装置及びその駆動回路を提供し、該液晶表示
装置がＷＯＡによるデザインを用いる液晶表示装置である。図１に示される液晶表示装置
は、一般のＷＯＡによるデザインを用いる液晶表示装置と同様の外観構造であり、上ガラ
ス基板１２と、下ガラス基板１４と、上ガラス基板１２と下ガラス基板１４の間に密封さ
れる液晶分子層（図示せず）とを含んでなり、かつ上ガラス基板１２と下ガラス基板１４
が共に液晶表示装置の液晶表示パネル１０を構成する。液晶表示装置は、更に駆動回路を
含み、液晶表示パネル１０を駆動するのに用いられる。該駆動回路は、金属導線からなっ
ており、下ガラス基板１４の表面に設けられる少なくとも一つのバス線２２と、下ガラス
基板１４の表面に設けられ、バス線２２の側面或いは上方に位置する複数の駆動集成回路
チップ１８とを含んでなり、かつ各々の駆動集成回路チップ１８がバス線２２と電気的に
接続することに用いられる少なくとも一つの入力パッド（図示せず）を含む。
【００３６】
この発明による駆動回路は、バス線２２と各々の駆動集成回路チップ１８との間にそれぞ
れ複数の対応するインピーダンス整合装置（図１では図示せず）が設けられ、各々のイン
ピーダンス整合装置がそれぞれ各駆動集成回路チップ１８の側面或いは下方に設けられ、
かつそれぞれバス線２２と各駆動集成回路チップ１８の入力パッドとに電気的に接続され
る。その中で、インピーダンス整合装置は、ジグザグ形の金属線、もしくはインジウムス
ズ酸化物によって構成される抵抗器であり、かつ該抵抗器の抵抗値がそれぞれの抵抗器に
対応する駆動集成回路チップの位置が異なることによりそれぞれ違う値を持っている。
【００３７】
以下に、例えば三個の駆動集成回路チップ１８を具える駆動回路を例として図２を用いて
説明する。図２はこの発明の第一の実施例に係る液晶表示装置の駆動回路を表す説明図で
ある。駆動集成回路チップ１８は、二個の入力パッドを利用してバス線２２に対し直列に
接続され、同時に各々の入力パッド５１、５２、５３、５４、５５、５６とバス線２２と
の間には、それぞれインピーダンス整合装置６１、６２、６３、６４、６５、６６が設け
られる。言い換えると、インピーダンス整合装置の数量と入力パッドの数量が同じであり
、対応している。
【００３８】
図２において、いま、制御信号の駆動電圧Ｖｓがプリント回路基板２０からバス線２２と
各インピーダンス整合装置６１、６２、６３、６４、６５、６６を経由して、それぞれ各
駆動集成回路チップ１８の入力パッド５１、５２、５３、５４、５５、５６に入力する時
、同時にインピーダンス整合装置６１、６２、６３、６４、６５、６６が０．５単位の電
流Ｉを消費することと仮定すると、入力パッド５１、５２、５３、５４、５５、５６での
入力電圧は以下の方程式により表示できる。
ＶＩＮ１＝Ｖｓ－３×Ｉ×ＲＷＯＡ－０．５×Ｉ×ＲＢ１
ＶＩＮ２＝ＶＳ－３×Ｉ×ＲＷＯＡ－２．５×Ｉ×ＲＩＣ－０．５×Ｉ×ＲＢ２
ＶＩＮ３＝ＶＳ－３×Ｉ×ＲＷＯＡ－２．５×Ｉ×ＲＩＣ－２×ＩＲＣＣ－０．５×Ｉ×
ＲＢ３
ＶＩＮ４＝ＶＳ－３×Ｉ×ＲＷＯＡ－４×Ｉ×ＲＩＣ－２×Ｉ×ＲＣＣ－０．５×Ｉ×Ｒ
Ｂ４
ＶＩＮ５＝ＶＳ－３×Ｉ××ＲＷＯＡ－４×Ｉ×ＲＩＣ－３×Ｉ×ＲＣＣ－０．５×Ｉ×
ＲＢ５
ＶＩＮ６＝ＶＳ－３×Ｉ×ＲＷＯＡ－４．５×Ｉ×ＲＩＣ－３×Ｉ×ＲＣＣ－０．５×Ｉ
×ＲＢ６
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ここでＶＩＮ１からＶＩＮ６がそれぞれ入力パッド５１、５２、５３、５４、５５、５６
の入力電圧を表わし、ＲＷＯＡがプリント回路基板２０と入力パッドとを電気的に連結す
る導線５１の抵抗値、ＲＩＣがバス線２２の、各駆動集成回路チップ１８の下方に対応す
る部分の抵抗値、ＲＣＣがバス線２２の、各駆動集成回路チップ１８を電気的に連結する
部分の抵抗値、そしてＲＢ１からＲＢ６がそれぞれ入力パッド５１、５２、５３、５４、
５５、５６に電気的に接続される各インピーダンス整合装置６１、６２、６３、６４、６
５、６６の抵抗値を表わす。
【００３９】
この発明による最適状態は、すべての駆動集成回路チップ１８の入力電圧をほぼ同じにす
ることである。言い換えると、すべての入力パッド５１、５２、５３、５４、５５、５６
に対する入力電圧を同じにし（ＶＩＮ１＝ＶＩＮ２＝ＶＩＮ３＝ＶＩＮ４＝ＶＩＮ５＝Ｖ
ＩＮ６）、即ち０．５×　ＲＢ１　＝　２．５×　ＲＩＣ＋０．５×　ＲＢ２　＝　２．
５×　ＲＩＣ＋２×　ＲＣＣ＋０．５×　ＲＢ３＝　４×　ＲＩＣ＋２×　ＣＣ＋０．５
×　ＲＢ４　＝　４×　ＲＩＣ＋３×　ＲＣＣ＋０．５×　ＲＢ５　＝　４．５×　ＲＩ
Ｃ＋３×　ＲＣＣ＋０．５×　ＲＢ６にする。そして、入力電圧をＲＩＣとＲＣＣが測定
することで得られるため（例えば、それぞれ１０オームと６８オームである）、その得ら
れた入力電圧を上記の式に入れることで、各インピーダンス整合装置６１、６２、６３、
６４、６５、６６の抵抗値ＲＢ１、ＲＢ２、ＲＢ３、ＲＢ４、ＲＢ５、ＲＢ６を計算して
得ることができる（例えば、それぞれが４９８オーム、４４８オーム、１７６オーム、１
４６オーム、１０オーム、０オームである）。最後に各インピーダンス整合装置６１～６
６が要するジグザグ形の金属線或いはインジウムスズ酸化物層の長さと広さ、もしくは各
インピーダンス整合装置６１～６６がバス線２２の各バイアプラグ（図示せず）に電気的
に接続する相対位置などを計算し、各インピーダンス整合装置６１～６６の抵抗値を調整
して、それぞれＲＢ１～ＲＢ６に一致させることである。
【００４０】
図３は、この発明による第１実施例のインピーダンス整合装置の構造を表わす説明図であ
る。図３に示される液晶表示装置の駆動回路は、ガラス基板１００の表面に設けられ、金
属線からなる少なくとも一つのバス線１０１と、ガラス基板１００の表面に設けられ、か
つバス線１０１の上方にある複数の駆動集成回路チップ１０２とを含んでなる。各駆動集
成回路チップ１０２が二個の入力パッド１０３を利用し、インピーダンス整合装置１０４
とバイアプラグ１０５を介してバス線１０１に電気的に接続される。この発明による第１
実施例では、各入力パッド１０３とバス線１０１との間にある保護層１１０の中にそれぞ
れバイアプラグ１０５が設けられ、更に保護層１１０の上に対応するインピーダンス整合
装置１０４が設けられることにより、バイアプラグ１０５と入力パッド１０３を電気的に
接続させる。その中で、インピーダンス整合装置１０４は、ジグザグ形の金属線、或いは
インジウムスズ酸化物層によって構成される抵抗器であり、バス線１０１は、下から上の
順に積み重なる第一金属層１０１ａと第二金属層１０１ｂにより構成され、かつ第一金属
層１０１ａと第二金属層１０１ｂの間に誘電層１１１を有し、第一金属層１０１ａと第二
金属層１０１ｂが誘電層１１１の中に埋設された複数のコンタクトプラグ１１２を介して
電気的に接続される。この場合、液晶表示装置の薄膜トランジスター（図示せず）と同様
の工程でバス線１０１を形成することができるため、薄膜トランジスターのゲート電極（
図示せず）を構成する金属層と同時に第一金属層１０１ａを形成でき、また、薄膜トラン
ジスターのゲート電極の誘電層と同時に誘電層１１１を形成でき、更に薄膜トランジスタ
ーのソース電極とドレイン電極（共に図示せず）を構成する金属層と同時に第二金属層１
０１ｂを形成することができる。そして、バス線１０１と薄膜トランジスターが同時に形
成された後、バス線１０１及び薄膜トランジスターの表面を覆う保護層１１０を形成する
。この発明による第１実施例では、ジグザグ形の金属線或いはインジウムスズ酸化物層の
長さ（もしくは広さ）を変えることで各インピーダンス整合装置１０４の抵抗値を決定し
たり、もしくは各バイアプラグ１０５と入力パッド１０３の間の相対位置を調整すること
により、各インピーダンス整合装置１０４の抵抗値が各入力パッド１０３と電気的に接続
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されるバス線セクタの電圧降下に反比例させることができるようになっている。
【００４１】
【第２の実施例】
この発明による第２実施例においては、各駆動集成回路チップの下方にそれぞれ対応する
インピーダンス整合装置が設けられることにより、該駆動集成回路チップに設けられた二
個の入力パッドを同様な一つのインピーダンス整合装置に電気的に接続させている。言い
換えると、インピーダンス整合装置の数が駆動集成回路チップの数に対応していることで
ある。制御信号の駆動電圧Ｖｓがまずバス線と各インピーダンス整合装置を介し、そして
各インピーダンス整合装置に電気的に接続される二個の入力パッドを介して対応する駆動
集成回路チップにされる。従って、第１実施例にて前述した式を利用して計算することで
、各インピーダンス整合装置の抵抗値を得ることができる。
【００４２】
この発明による第２実施例のインピーダンス整合装置は、図４に示されている。液晶表示
装置の駆動回路は、ガラス基板２００の表面に設けられ、金属線からなる少なくとも一つ
のバス線２０１と、ガラス基板２００の表面に設けられ、かつバス線２０１の上方にある
複数の駆動集成回路チップ２０２とを含んでなる。各駆動集成回路チップ２０２が二個の
入力パッド２０３を利用してバス線２０１に電気的に接続される。この発明による第２実
施例では、各駆動集成回路チップ２０２の下方にある保護層２１０の上にそれぞれ対応す
るインピーダンス整合装置２０４が設けられることにより、各インピーダンス整合装置２
０４がそれぞれ、バス線２０１と対応する各駆動集成回路チップ２０２の二個の入力パッ
ド２０３と電気的に接続され、かつ各インピーダンス整合装置２０４とバス線２０１との
間にそれぞれ対応するバイアプラグ２０５が設けられている。インピーダンス整合装置２
０４は、ジグザグ形の金属線、或いはインジウムスズ酸化物層によって構成される抵抗器
であるが、各インピーダンス整合装置２０４の抵抗値が互いに異なり、かつ駆動集成回路
チップ２０２と電気的に接続するバス線セクタにおける電圧降下が大きくなるに伴い、駆
動集成回路チップ２０２に対応するインピーダンス整合装置２０４の抵抗値が小さくなる
ようにしている。
【００４３】
上述の第２実施例は、この発明による第１実施例と同様、バス線２０１も下から上の順に
積み重なる第一金属層２０１ａと第二金属層２０１ｂにより構成され、かつ第一金属層２
０１ａと第二金属層２０１ｂの間に誘電層２１１を有し、第一金属層２０１ａと第二金属
層２０１ｂが誘電層２１１の中に埋設された複数のコンタクトプラグ２１２を介して電気
的に接続される。液晶表示装置の薄膜トランジスター（図示せず）と同様の工程によって
バス線２０１を形成することができるため、薄膜トランジスターのゲート電極（図示せず
）を構成する金属層と同時に第一金属層２０１ａを形成でき、また、薄膜トランジスター
のゲート電極の誘電層と同時に誘電層２１１を形成でき、更に薄膜トランジスターのソー
ス電極とドレイン電極（共に図示せず）を構成する金属層と同時に第二金属層２０１ｂを
形成することができる。そして、バス線２０１と薄膜トランジスターが同時に形成された
後、バス線２０１及び薄膜トランジスターの表面を覆う保護層２１０を形成する。この第
３実施例において、第１実施例と異なる点は、バイアプラグ２０５と入力パッド２０３と
の間の相対位置が固定されるため、第２実施例による各インピーダンス整合装置２０４の
抵抗値が、ジグザグ形の金属線或いはインジウムスズ酸化物層の長さ（もしくは広さ）に
よって決定される以外、各インピーダンス整合装置２０４が更に横向きの岐路を含み、か
つ各々の横向きの岐路がそれぞれ異なる断面積を持っていることで、抵抗値と断面積が反
比例する関係にあることを利用し、また各インピーダンス整合装置２０４の抵抗値を調整
することもできるようにしたものである。図５は図４に示されるインピーダンス整合装置
２０４の平面図である。図５に示されるように、各バイアプラグ２０５が、まず横方向で
異なる断面積を具える各インピーダンス整合装置枝路２０４ａに接続され、各インピーダ
ンス整合装置枝路２０４ａが更にバス線２０１とほぼ平行に設けられる各インピーダンス
整合装置２０４と電気的に接続される。最後に各駆動集成回路チップ（図５では図示せず
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）が各インピーダンス整合装置２０４の上方に設けられ、かつ各インピーダンス整合装置
２０４が各該駆動集成回路チップの入力パッド（図５では図示せず）と電気的に接続され
る。
【００４４】
【第三の実施例】
この発明による第３実施例のインピーダンス整合装置の構造は、図６に示されている。液
晶表示装置の駆動回路は、ガラス基板３００の表面に設けられており、金属線からなる少
なくとも一つのバス線３０１と、ガラス基板３００の表面に設けられ、かつバス線３０１
の上方に設けられた複数の駆動集成回路チップ３０２とを含んでなる。各駆動集成回路チ
ップ３０２が二個の入力パッド３０３を利用してバス線３０１と電気的に接続される。こ
の発明による第３実施例は、第１実施例と同様に、各入力パッド３０３とバス線３０１と
の間にある保護層３１０の上にそれぞれインピーダンス整合装置３０４が設けられ、かつ
インピーダンス整合装置３０４とバス線３０１との間にそれぞれ対応するバイアプラグ３
０５が設けられる。その中で、インピーダンス整合装置３０４は、ジグザグ形の金属線、
或いはインジウムスズ酸化物層によって構成される抵抗器であり、バス線３０１も下から
上の順に積み重なる第一金属層３０１ａと第二金属層３０１ｂにより構成され、かつ第一
金属層３０１ａと第二金属層３０１ｂの間に誘電層３１１を有し、第一金属層３０１ａと
第二金属層３０１ｂが誘電層３１１の中に埋設された複数のコンタクトプラグ３１２を介
して電気的に接続される。液晶表示装置の薄膜トランジスター（図示せず）と同様な工程
によりバス線３０１を形成することができるため、薄膜トランジスターのゲート電極（図
示せず）を構成する金属層と同時に第一金属層３０１ａを形成でき、また、薄膜トランジ
スターのゲート電極の誘電層と同時に誘電層３１１を形成でき、更に薄膜トランジスター
のソース電極とドレイン電極（共に図示せず）を構成する金属層と同時に第二金属層３０
１ｂを形成することができる。そして、バス線３０１と薄膜トランジスターが同時に形成
された後、バス線３０１及び薄膜トランジスターの表面を覆う保護層３１０を形成する。
【００４５】
この第３実施例において、第１実施例と異なる点は、各インピーダンス整合装置３０４の
長さが同じく、かつ各バイアプラグ３０５の位置も固定されることであるため、各インピ
ーダンス整合装置３０４がその断面積の大きさによって抵抗値を決定することができる。
図７は図６に示されるインピーダンス整合装置の平面図である。図７に示されるように、
各バイアプラグ３０５の下端がバス線３０１と電気的に接続され、かつその上端が各イン
ピーダンス整合装置３０４と接続される。その中で、各インピーダンス整合装置３０４は
、同じ長さになっているが、幅が異なることでそれぞれ異なる断面積を持っている。最後
に各駆動集成回路チップ（図７には図示せず）が各インピーダンス整合装置３０４の上方
に設けられ、かつ各インピーダンス整合装置３０４が各駆動集成回路チップの入力パッド
（図７には図示せず）と電気的に接続される。
【００４６】
以上は、この発明の好ましい実施例であって、この発明の実施の範囲を限定するものでは
ない。よって、当業者のなし得る修正、もしくは変更であっても、この発明の技術思想の
下においてなされ、この発明に対して同等の効果を有するものは、いずれもこの発明の特
許請求の範囲の範囲に属するものとする。
【００４７】
【発明の効果】
この発明は、ＷＯＡによるデザインを用いる液晶表示装置及びその駆動回路を提供し、特
に各々の駆動チップに対しほぼ一定の入力電圧を具えさせる回路デザインを提供すること
ができる。そして、回路デザインは、駆動回路のバス線と各駆動集成回路チップとの間に
それぞれ対応するインピーダンス整合装置が設けられ、同時に各インピーダンス整合装置
の抵抗値を、各駆動集成回路チップと電気的に接続されるバス線セクタの電圧降下に反比
例させることができる。これにより、各駆動集成回路チップのバス線を介して得られる入
力電圧がほぼ一定となるため、制御信号の電圧が徐々に降下することで液晶表示装置の色
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【００４８】
【図面の簡単な説明】
【図１】従来のＷＯＡによるデザインを用いる液晶表示装置の構造を表す説明図である。
【図２】この発明による第１実施例の液晶表示装置の駆動回路を表す説明図である。
【図３】この発明による第１実施例の液晶表示装置の駆動回路におけるインピーダンス整
合装置の構造を表す説明図である。
【図４】この発明による第２実施例の液晶表示装置の駆動回路におけるインピーダンス整
合装置の構造を表す説明図である。
【図５】図４に示されるインピーダンス整合装置の平面図である。
【図６】この発明による第３実施例の液晶表示装置の駆動回路におけるインピーダンス整
合装置の構造を表す説明図である。
【図７】図６に示されるインピーダンス整合装置の平面図である。
【００４９】
【符号の説明】
１０　　　　　　　　　　　　　　　　液晶表示装置
１２　　　　　　　　　　　　　　　　上ガラス基板
１４　　　　　　　　　　　　　　　　下ガラス基板
１６　　　　　　　　　　　　　　　　駆動集成回路チップ
１８　　　　　　　　　　　　　　　　駆動集成回路チップ
１７　　　　　　　　　　　　　　　　テープキャリア
２０　　　　　　　　　　　　　　　　プリント回路基板
２２　　　　　　　　　　　　　　　　バス線
５１～５６　　　　　　　　　　　　　入力パッド
６１～６６　　　　　　　　　　　　　インピーダンス整合装置
１００、２００、３００　　　　　　　ガラス基板
１０１、２０１、３０１　　　　　　　バス線
１０１ａ、２０１ａ、３０１ａ　　　　第一金属層
１０１ｂ、２０１ｂ、３０１ｂ　　　　第二金属層
１０２、２０２、３０２　　　　　　　駆動集成回路チップ
１０３、２０３、３０３　　　　　　　入力パッド
１０４、２０４、３０４　　　　　　　インピーダンス整合装置
１０５、２０５、３０５　　　　　　　バイアプラグ
１１０、２１０、３１０　　　　　　　保護層
１１１、２１１、３１１　　　　　　　誘電層
１１２、２１２、３１２　　　　　　　コンタクトプラグ
２０４ａ　　　　　　　　　　　　　　インピーダンス整合装置枝路
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